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■三菱 Fl支援戦闘機
T2超音速高等練習機

‖日TSUBESHEF―t&T‐2

タイヤ部は全てG3325
m柱は全てGl

■三菱 F-2支援戦闘機
‖]TSUBESHロ ト2

37↓  E

●タンクは内側の穴に取り付け
驚 国

■パトリオットシステムー式 塗装は全てG304

●射撃管制装置搭載車  ●発射機搭載 トレーラー

PATR10■ mttss11■E SYSTE‖
0ア ンテナマスト車   ●牽引車

タイヤ部は全てG33

●レーダー搭載 トレーラー
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● 塗姜は箱裏面を参照して下さい

また 指定の色は近似色の場合があります
お手持ちの資料等を,考 に構議して下さい

■ボーイングE767早期讐戒管制機
BO【:田GE‐707■W■CS

b (口 =●右側は9) □

E20mmVADS ■VADS用 レーダー車

22

逃 蜃

■96式装輪装甲車

●部品を紛失 及び破損した場合は
ものカードの必要事項にもれなく
記入し 必要な部品を0で囲み、
郵使局の定額為替でべ金をお送り
下さい。弊社到着後発送します。

●代金の合計ガ1000円以下の場合
は「郵便切手Jでお支払い下さしヽ
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■三菱 F-1支援戦闘機
‖ErsuBls‖ |『■

日本初の国産超苦速練習機T2から近接支揉職国機へと発展した機体.

よつて機体はほぼ同型て 12の後部座席を電子機器室とした。1976年

から量産され 防空の任に競いた。現在59機を保有.

全輻780m 全曇178い 全高44動 エンジン形式TF40 H■ 301A

エンジン出力 約3t× 2 乗員1名

■三菱 T2超音速高等練習機
‖ rFSUBヨS‖日T‐2
前J-1の母体となつた日本初の超青連機で 双発複座の練習機とし

て設乱された。エンジンはロールスロイスのターボフアン ■ンジンを
石

"1島

播嗜重工でライセンス生産し 日本航空工業界の期待を担い
1971年に初飛行、33年に全てが完納された。現在60機を保有.

全嘔788m 全■1785m 全高445m エンジン形式T4● IH 801A
エレジン出力 約 3tX 2 乗員2名

■三菱 F2支援戦闘機
‖rrsuBlsHl F‐ 2
航空自衛隊支援戦口機Flの 後続機としてFS Xの 名の下に開発され

た次期支援戦口機で 米空軍のF16をベースに日米で共同開発された.

日本の空域に侵犯、侵攻する脅咸に対 して 敏連に適切な行動をとる

必要がある.こ の任務に支援戦固機部隊が当たつている.又 空から

の侵攻以外に着上陸する者に対しては 海上及び地上において戦闘せ

ねばならず 海上及び陸上自衛隊がこれにあたることになる.こ の戦

口を空から支援するのが支援戦闘機部隊の主な任務である

現在 護 りに就いているFl戦闘機の耐用年致が終わ らぬうちに次期

颯口機の開発を行うことは●_務であり ここにF2の 誕生となつたので

ある。

開発は1988年からスター トし 1995年 に初号機が完成 同年には初

量行に成功 した。その後 4機の試t機を用いて各種試験が行われた。
1995年にはFS Xは 正式に単座型をF2A 複座型をF23と 呼称を改め

正式に日本の空を護る役に凱 く,となつた。 (但 し 評価試験中は

XF 2A XF 23と 呼ばれる.)
|・l ベースとなつたF16Cと 比較 して次の点が主に変更された内容

である。 1 =翼 面積を増大させて対艦 ミサイルを4発搭載可能とし

同時に掟回性能を向上させた.2 先進材料の使用と先進構造技術を

用いて軽量化を計つた。 3 ■ンジンを出力増加型に換装 し 離陸性

能を高めた。4 レーダー等の電子機器を尉新し 火尋督制能力を向
上させた.5 ドラッグシュー トの装備6 強化型風防の採用等であ

る。

措●される兵器は対燿 ミサイルASl l及 び新型AS1 2を最大 4発、両

翼堵に酬 空対空ミサイルのランテャーを持ち A117ス パローが最大
4発 A「 91も しくはAAh3が最大 4発措麟可能である 又 通常爆弾
0他に91式誘導爆弾も搭●出来る.固定武装は機体左側に

"61Alパ
ルカ

ン砲を 1円装備 し その弾数は512発 となつている.

全幅l1lh 全長1052r 全高496m エンジン形式Fl10 0〔 129

エンジン出力 約13t x l 乗員 1又は 2名

■川崎 T-4中等練習機
HaWnSAKE T-4
航空自衛隊のは練習機は Tl 13 T30■ びT2の 4機種により飛

行教育を行つていた。 しかしT3創ま 導入から約30年 が経過し 全機
の用途廃上も近づいていた.

T4は  このTOわ後継機として開発され 飛行教育の近代

`し

を実現

した。同時に 1●は 航空団等の訓練支援機等 補助用航空機として

使用可能である。

本機の特徴は広い飛行範囲の確保 つまり主霙霙型の設計に留意 した

点及び機体形状の洗練により 低速から高速までの広い飛行範囲におい

て良好な飛行特性を有している よつて 飛行教育上 初等練習機から

高等練習機への移行をスムーズに行える利点がある。
又、各種装備品に対する新技術の採用と点検扇の最適イヒ及びエンジン

の着脱容易

`ヒ

等により 優れた信頼性 整備性を有している.

加えて、双発エンジン●揉用 破砕キヤノピーの採用 2重系統によ

る油圧 操縦系続の採用 対雷対策等により優れた安全性も有している
T4は 2,世紀に使用される為 以下のような最新技術を取り込んで

いる。レーザー ジヤィロ方式姿勢方位基準装置 機上酸素発生装置

キャノピー崚絆方式脱出装置 炭素系複合材の多量使用 機体の軽i
化と強度及び耐衝黎性の向上.国内新規開発エンジンの採用で片発停
止状態でも安全に飛行を続行出来る点等である。現在159機 を保有.

全幅99m 全
=,350 

全高46m エンジン形式F3 H 00
エンシン出力 約16tX 2 乗員 2名

■ボーイングE767早期警戒管制機
BOE]鵬GE‐767■WACS
,守妨衝を基本とする日本の防空を考察する場合に 島国で周囲を

海に日まれた地理|1状況において晏攻は航空優攻をもつて開始される

可能性が高いと思われる。よつて日本の全空

“

を24時 F・1絶え間なく警

寇 監視出来る態勢を維持することが不可欠である.

領空を警威 監視するには航空機による管制と地上 レーターサイ ト

によるものとがある.F.空 自衛隊は 全国20ヶ 所のレーダーサイ トに

警戒監視 レーダー を配備し 地上 レーダーの弱点である●空曇入べ

の対処のお [2C早期警載機を運用してきた.

そして この両者により日本とその周辺上空を24時間体制で監視 し

続けていた

しかし 侵女してくる航空機の運動性能 航続性能 攻撃カ ミサイ

ルの射櫂及び命中精度の向上等により 地上 レーターの捜素範囲を超

える部分を●されてきた[2Cの有する低空侵入に対する機能のみでは

賄えされなくなつた。将来的に有効な早期警戒管制を行 うには 新た

に優れた探知能力と飛行性
「
・ を有する早期警戒管詢機が必要となつた.

[767川ACSまボーイングが提案した来空事の[3セ ン トリーの後を

受けて民間型ボーイング3767を 改造 した早期警成管中機である.

3767は 世界のエアラインで活躍 し その優れた飛行性能が実証され

ており 当初導入を検討 していた[3型 に数段勝る任務遂行性 安全

性等を持ち その活躍が期待される。

このようなことから防衛庁は本機の導入を決定 平成 5年  6年に

それぞれ 2機 づつ 合計 4機を発注 じ 航空自衛隊には 平成10年 3

月に ,号撻 2号後を受領  平成13年 当初に3号機 4号機を受領

した

本機は 捜索 t′ ―ダー コンピューター等を装備 し 優れた探知能

力と飛行性能を発揮することにより 洋上において早期警蔵監視機能

を持ち 疱上のレーダーサイ トによる警戒管枷組織を代替する等の任

務を遂行 している.

全幅 475●m 全長 4861m 全高 158肺 エンジン形式CF 6 80C2× 2

航続時間 約12時 間 乗員 20名

■地対空誘導弾パ トリオットシステム
‖

『

REOT‖日SSllLE SYSTE‖
パ トリオットは米陸軍が開発 したナイキそしてホークの後続で 曰

本においてもライセンス生産により配備が決定された地対空誘導ミサ

イルである.昭和60年 から配備を開始 し 平成 6年 度に那覇基地のナ

イ■ミサイルを換装じ 整備を完了した.

パ トリオツトは湾岸戦争でその性能が実証され 現存するSAlの 中

では最優秀なシステムである。フユーズ ド ァレイレーダー式多機能
レーダーと高精度のTIH誘導方式のコンピューターの活用によって

各機能の自動化 迅速化 高精度イビが図られた。lV‖誘導とはTrack

Va‖にs eの略で日携の情報を ミサイルを経由して受け 地上で

誘導計算を行い ミサイルを誘導する方式である.

超低高度から高高度に至る複数の日根を同時に対処が可能で その

上に高い摯壁能力を持つている。
バ トリオットを運用する高射部隊は日本の重要な地域に配置されて

いる.現状は以下の通 りである.

中部航空方面隊 第 1高射群/埼玉 入間基地

西部航空方面隊 第 2高射群/福岡 書日基地

北部航空方面隊 第 3高射群/北海道 千歳基地

中部航空方面隊 第 4高射群/崚阜 崚阜基地

南西航空混成団 第 5高射群/沖縄 男,覇基地

北部航空方面隊 第 6高射群/青
= 

三沢基地
パ トリオットの結元

ミサイル 1段式 (キ ャニスターに格納 )

長さ 直径 5 3im× 041m
重曇    906Kg
速度    マッハ 3
誘尋方式  プリプログラム+指令+T∨ M
レーダー  フューズ ド アレイ

日根要撃数 同時複数

最大射程  約 100数 10Km

機動    全機材車載 短時間で機動可能

■96式装輪装甲車
WPE968WHEEl服‖ORE口 UEl101E
普通科部隊に配備され 人員輸送に使用される.高速高機動性に

より敵の人力脅威下では 効果的な車両である。

■20mm対空機関砲
20田lm VADS
VADSと はVa can A r DeFense Systemで  基地航空の最終段階をIB

当する.パルカン砲にコンピューターを組み合わせ命中精度を増 して

いる
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【S-16航空自衛隊機セット用デカール使用図】
●この度、本セットにE767を 中′さとした新版デカールを付属させて頂きました。よって本セットの箱裏面のデカール指示は
本図に代えさせて頂きます。デカール番号を良くご覧の上ご利用下さい。尚、塗装指示は引き続き箱裏面を参照して下さい。

ロボーイング E767早期警戒管制機 日三菱 F2支援戦闘機
‖lTsu口 Is‖iF2r:GHTEn SuPPonTBO日‖||・767AWICS   。国

o国団 RG■ 5
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■三菱 F-1支援戦闘機
‖lTsuB:sH:「lr:G‖ T[R SUPPOnT

機体下面はG73

「国

G346
主翼 尾翼下面も
上画と同じ塗り分け

口三菱 12超音速高等練習機
田nSuEiS‖ i■2 TRA:‖I‖CPMH[
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中等練習機
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口川崎 T-4ブルーインパルス
mvIPmEIT4口lUE Ⅲ田ISE ⑮(右用)

⑩(右側は④)

④(左用)

Eボーイング E-767早期警戒管制機
B∝腑61‐U闘田田

⑫+⑬ [回
(左用)

α 右用)

④

■COLOR GU:DE
01 1白     IHIIE
G81銀     SW田
G231黒鋏O   SIEEL
G322i790シアツ7・ I Pl mo cvANIに 軋に

C:ONこ SANIVO“r mLOR
グッゼ塵彙ミスターカラー

●|‐767●民間型B767になロデカールを付日しま
した。この場合薔戒し―ダーの部品 1と 4は、
取り付けません。
又、主口上面のデカール00と機体側面の用を
ふす00は自衛隊仕様と同様におります。
別紙を参照して下さい。
力17フルな各エアラインカラーに仕上げてみる
と軍用機とは■つた味わいを楽しめます。

●キャノビー部は銀等を塗って下さい。

機体上回はGl

PET―ROAD JAPA‖



■ボーイング E767早期警戒管制機
口01:‖GI・767nWACS

3‐ +0(017)'33

■
=菱

Fl支援戦闘機
‖rsuttisH:卜lnl‖冒En SuPPoRT

■三菱 F2支援戦闘機
‖rrsuBisHi r‐ 2日GHTEn SUPPonT

機体下面はG73

0+142(017)

■COLOR GUIDE

G:GUNZ[ SANGVO MI ∞LOR
グンゼ産業ミスターカラー

G33

0+0(Or7)Eコ

G3 0(｀ 7)

主翼 尾翼下画も
上面と同じ塗り分け

■三菱 T2超音速高等練習機 。■。。
'つ

[回
腑rsuBis田:T‐2TRAl‖ :‖GPU‖E

■川崎 T4中等練習機
HAwnsttH:T4TM:‖ :‖ G PLA‖〔

⑤ +0(017)

●本キットにはデカールが 2種
2枚付属しています 翼下面
のマークは省嗜 お手持ちの
有る方は貼つて下さい

G151渡緑C |」N GR[[N
SIEEL
FLAT 3tACK
TAN
KHAK GREEll

OR[NG[ γ[LLOW
FLAT WHIT[
AIRCRAFT ORAY
GRAγ FS36375
GRAV FS16440

G281黒鉄e
G331艶消し黒
G441,ソ
G54 1カ t,リ ーソ
Gb8 1員橙色
G621艶 ,肖 じ白
G7,II″ラ,卜 ,し
G3081, レ FS36375
G3151, レーFS16440

700017  700038

⑤
=0(017)[回 PIT RO■口 』ユPA‖
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